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●横浜のダンスホール ●写真で見る昭和の横浜4　横浜市長公舎ー「都市外交」の拠点ー

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
『
市
史
通
信
』
第
九
号
に
お
い
て
、「
牧

野
家
の
人
び
と
」
と
題
し
て
、
牧
野
家
と
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。	

牧
野
勲
と
い
と
こ
の
晴
が
、
横
浜
に
お
け
る

代
表
的
な
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
横
浜
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
詳
細
は
あ

ま
り
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
関
す
る
資
料
も
少
な
い
。

情
報
や
資
料
も
少
な
い
な
か
で
、
牧
野
勲	

が
戦
前
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
関
す
る
ス
ク
ラ	

ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
一
冊
残
し
て
い
る
（
横
浜
市

史
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」）。
ま

た
、
先
頃
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
展
示
会
「
モ
ダ
ン
横
濱
案
内
」
で
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
写
真
や
ダ
ン
ス
チ
ケ
ッ
ト
・

チ
ラ
シ
・
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

当
時
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
様
子
が
再
現
さ
れ

た
（『
モ
ダ
ン
横
濱
案
内
』
横
浜
都
市
発
展

記
念
館
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
）。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が

い
つ
開
場
し
た
の
か
な
ど
、
基
本
的
な
事
柄

に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
く
確
認
は
こ
れ
ま

で
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回

は
ま
ず
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
成
立
期
を
対
象
に
、

横
浜
市
内
に
存
在
し
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
そ

の
開
場
時
期
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
一
九
三
一

年
ま
で
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
『
横
浜
毎	

朝
新
報
』
『
横
浜
毎
日
新
報
』
の
記
事
と
広

告
を
た
ん
ね
ん
に
拾
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

お
よ
そ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
成
立
事
情
が
わ

か
っ
て
き
た
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
新
聞
記
事
・
広
告
と
牧

野
勲
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
、
満
州
事
変
勃
発

前
後
ま
で
の
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
始
ま
り

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
い
え
ば
、
ま
ず

鶴
見
花
月
園
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
開
場
で
、
営
業

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
は
日
本
初
で
あ
っ
た

（
斎
藤
美
枝
『
鶴
見
花
月
園
秘
話
』
鶴
見
区

文
化
協
会
、
二
〇
〇
七
年
お
よ
び
永
井
良
和

『
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
』
晶
文
社
、
一
九

九
一
年
）。そ
の
後
昭
和
期
に
入
っ
て
、
花
月

園
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
い
っ
た
ん
閉
鎖
さ
れ
る
。

そ
の
間
に
、
大
阪
で
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
流
行

し
た
が
、
や
が
て
取
締
の
厳
格
化
に
よ
っ
て

事
実
上
禁
止
状
態
と
な
っ
た
。
す
る
と
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
は
東
京
に
移
り
、
や
が
て
横
浜

に
も
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
で
き
て
き
た
。

国
際
港
横
浜
で
は
、
ダ
ン
ス
は
特
別
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
寄

港
す
る
船
の
乗
客
な
ど
外
国
人
が
利
用
し
た

り
、
外
交
上
の
接
待
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
や
バ
ン
ド
ホ
テ
ル

の
他
、
県
庁
で
舞
踏
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
（『
横
浜
毎
日
新
報
』
一
九
三
〇
年

四
月
二
九
日
）。

こ
の
よ
う
に
外
国
人
招
致
の
た
め
に
社
交

ダ
ン
ス
が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当

初
神
奈
川
県
で
は
そ
の
取
締
も
比
較
的
ゆ
る

や
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
次
々
と
で
き
た
。
次
ペ
ー
ジ
の
表
に
示

し
た
通
り
、
横
浜
に
お
け
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
始
ま
り
は
、
花
月
園
を
別
と
す
れ
ば
、
一

九
二
八
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
頃
に
相
次
い

で
開
場
し
た
横
浜
舞
踏
研
究
所
と
ユ
ニ
オ
ン

舞
踏
場
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
研
究
会
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る

が
、
広
告
の
内
容
を
見
る
と
ス
タ
イ
ル
の
違

い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
新

聞
広
告
に
つ
い
て
は
開
場
前
後
か
ら
た
び
た

び
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
煩
雑
に
な
る
た
め
掲

載
年
月
日
は
省
略
す
る
）。
横
浜
舞
踏
研
究

会
の
広
告
は
会
員
募
集
と
ダ
ン
ス
教
授
が
ほ

と
ん
ど
で
、
一
方
ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
研
究
会
は

ダ
ン
サ
ー
募
集
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ス
教
授
所
は
ダ
ン
ス
教
師
に
よ
る
ダ

ン
ス
教
授
を
中
心
と
し
、
営
業
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
が
客
の
ダ
ン
ス
の
相
手

を
す
る
こ
と
を
主
と
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、

会
員
制
や
チ
ケ
ッ
ト
制
の
か
た
ち
を
と
り
、	

営
業
収
入
を
得
て
い
た
。
初
期
の
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
は
、
こ
の
両
方
の
営
業
形
態
を
兼
ね

る
も
の
が
多
か
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
研
究
会
は
、「
大
ホ
ー
ル

開
設
の
た
め
」
と
称
し
て
、
最
初
は
一
〇
数

名
、
後
に
は
四
五
名
の
ダ
ン
サ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
二
月
二
五
日
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
仮
装
舞
踏
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
記
念
日
や
季
節
毎
に
舞
踏
会
な
ど
の

催
し
を
開
い
て
、
客
を
集
め
る
こ
と
は
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
の
恒
例
と
な
っ
て
い
く
。

翌
一
九
二
九
年
二
月
に
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
が
相
次
い

で
開
場
す
る
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
チ
ェ

リ
ー
は
当
初
、
や
は
り
研
究
会
を
名
乗
っ
て

ダ
ン
ス
教
授
を
行
っ
て
い
た
が
、
ダ
ン
サ
ー

も
置
い
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
は
、
ユ
ニ
オ

ン
・
チ
ェ
リ
ー
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
は
「
会

員
組
織
に
名
を
藉
る
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
」、	

つ
ま
り
営
業
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
と
ら
え
て
い

る
（『
横
浜
毎
朝
新
報
』
一
九
二
九
年
三
月

飛
鳥
田
一
雄
市
長
時
代
の
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
六
月
八
日
、
ソ
連
・
国
立
モ
ス

ク
ワ
合
唱
団
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
野
毛
山

の
市
長
公
舎
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。【
写
真
】

は
そ
の
時
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
大
勢
の
来

賓
の
前
で
日
本
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が	

度
々
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
市
長
公
舎
は
市
内

外
の
要
人
・
団
体
を
歓
待
す
る「
都
市
外
交
」	

の
拠
点
で
あ
っ
た
。

現
市
長
公
舎
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た

旧
市
長
公
舎
の
代
替
と
し
て
計
画
さ
れ
、
一

九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
一
〇
日
に
野
毛

山
の
中
腹
に
完
成
し
た
。
設
計
は
横
浜
市
建

築
課
で
、
担
当
し
た
の
は
同
課
技
手
の
坂
本

信
太
郎
で
あ
っ
た
。
坂
本
は
同
僚
技
師
の
鳥

海
他
郎
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
建
物
を
設
計	

し
、
実
際
の
施
工
は
独
自
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
法
で
知
ら
れ
る
中
村
建
築
研
究
所

に
委
ね
ら
れ
た
。

市
長
公
舎
の
建
坪
は
約
二
四
六
坪
で
、
社

交
用
の
洋
館
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
）
と

日
常
生
活
用
の
日
本
館
（
木
造
平
屋
）
に
大	

き
く
分
か
れ
て
い
た
。【
写
真
】
に
は
、来
賓	

の
後
方
に
洋
館
（
右
側
）
と
日
本
館
（
左
側
）

の
二
つ
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
老
朽
化
の

た
め
、
後
者
は
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

に
解
体
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
集
会
施
設
に

変
わ
っ
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
か
つ
て

助
役
や
秘
書
課
長
の
公
舎
も
存
在
し
た
が
、	

現
在
、
そ
れ
ら
の
建
物
は
残
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
最
初
に
市
長
公
舎
の
主
と
な
っ
た

の
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
に

就
任
し
た
有
吉
忠
一
市
長
で
あ
っ
た
。
有
吉

は
公
舎
完
成
か
ら
約
二
週
間
後
の
五
月
二
七

日
に
南
太
田
の
仮
住
居
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
六
月
二
日
に
大
横
浜
建
設
記

念
式
に
出
席
す
る
秩
父
宮
雍
仁
親
王
が
市
長

公
舎
を
訪
問
し
て
以
降
、
市
長
公
舎
は
時
代

の
変
化
と
と
も
に
、
横
浜
を
訪
れ
る
多
く
の

要
人
・
団
体
を
迎
え
入
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
「
都
市
外
交
」
の
拠
点
で
あ
っ

た
市
長
公
舎
は
、「
昭
和
の
横
浜
」
の
生
き
証

人
と
し
て
現
在
も
野
毛
の
丘
か
ら
横
浜
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
る
。
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